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は3部構成。第1部、第3部と合わせてご活用下さい。世界自動⾞部品産業2040年展望

150ページ、発刊2026年11月

495,000円(税込)

第1部

世界自動車部品産業を部品分野毎に概観、再
編・統合、環境・安全規制対策、電動化・
SDV化対応、中国・インドなど新興部品企業
参入の影響、地政学リスク対応等の取り組みを
日米欧中韓印部品メーカーの動向から世界視点
で、車体内外装、装備、標準部品などから分類
し、それぞれに、技術課題、競争焦点を分析!!

世界自動⾞部品産業の
ドメイン・業種別2040年展望

150ページ、発刊2026年10月

297,000円(税込)

第2部

世界主要自動車メーカーの部品購買・開
発分担政策、世界重要Tier1 部品メーカ
ー30社の生き残り戦略にフォーカスを当
て、経営財務・事業戦略分析とともに、
製品・技術戦略、電動化対応、SDV化対
応、デジタル化対応について報告します。

世界総合自動⾞部品メーカーの
2040年生き残り戦略

200ページ、発刊2027年4月

198,000円(税込)

第3部

世界(日米欧中印韓台)のスペシャル部品メ

ーカー250社以上の事業概要、製品・技

術・サービス特化戦略、営業・マーケテ

ィング、提携政策などを多面的に分析、

2040年に向けた成長戦略を報告します。

世界スペシャル自動車部品・
周縁企業の2040年展望

■体裁：3部構成、A4版、合計約500ページ
世界自動車部品産業の2040年に向けた世界部品産業の変化を三部構成により
分析します。自動車・部品企業各社の将来計画策定にお役立てください。

セット価格：880,000円
(税込、国内送料込)

www.fourin.jp

申込書 世界自動⾞部品産業2040年展望

世界自動⾞部品産業2040年展望 第2部

　世界の自動車新車販売は2025年に9,400万台弱まで
に回復、2026年に過去最高水準への回復を見込んでい
た矢先に、米国・イスラエルがイランを攻撃。ホルムズ
海峡閉鎖、湾岸諸国の石油・天然ガス・アルミ・潤滑油
精製設備が破壊された結果、燃料価格と輸送コストが高
騰。生産再開に1年以上が必要な石油・アルミ・潤滑油
関連の工場が含まれることから、ホルムズ海峡の通行が
可能になった後も、樹脂・アルミ・潤滑油不足の影響が
懸念されています。さらに、ここに来て、世界的なAIブ
ームとデータセンターの建設ラッシュを背景に、高値・
長期契約により、買い負ける自動車業界が再び半導体不
足に陥る可能性が指摘されています。
　長く深い谷の中にあっても、世界の電動車市場は二桁の
伸びを続けましたが、BEV/PHEV/HEVの構成比は地域によ
って大きく異なり、世界的にはパワートレインをBEVに絞
り込んだ製品戦略は失敗、各OEMは揃ってマルチパス戦略
を選択し、地域に応じたミックス戦略を採用しています。
　また、台数が伸びない中で自動車OEMが規模より収
益を優先した分、平均価格が上昇。この結果、新車を買
えない消費者は中古車にシフト。世界的に中古市場は活
況ですが、車齢の高齢化も進展、補修部品市場は増大に
は繋がりましたが、台数規模が収益を左右する大多数の
OE部品企業は厳しい経営を強いられています。
　厳しい事業環境の中とはいえ、世界の自動車部品産業
は2040年に向けた生き残りを目指して、環境・安全規

制への対応強化やSDV・OTA関連投資を強化していま
す。地域、納入先OEMに合わせたマルチパス戦略の最
適化を図ることは当たり前ですが、統合制御やソフト開
発、自社製品の付加価値や競争力を支える分野への投資
負担が各社にのしかかっています。
　フォーインでは、世界自動車産業の現状と2040年に向
けた発展戦略を日米欧中韓印等の自動車部品・周縁企業を
中心に調査・分析する世界自動車部品産業2040年展望を
企画いたしました。2040年に向けチャレンジを続ける世
界の自動車部品産業の生き残リ策、成長戦略を調査・分析
することで各社の製品・技術・製造・品質改善能力を活か
した成長戦略づくりを応援していきたい考えです。
　第2部　世界総合自動車部品メーカーの2040年生き
残り戦略では、世界(日米欧中韓印)の自動車OEMととも
に、自動車産業の発展を支える中心的総合自動車部品メ
ーカー30社について会社概要、事業概況、収益動向、
事業基盤、製品・技術戦略、電動化・SDV化戦略、自動
車OEMとの戦略提携関係、共同開発体制、Tier2/3部品
メーカー政策、材料・加工企業との協力関係を収録する
とともに、世界(日米欧中韓印)自動車OEMの部品調達・
開発戦略について報告するもので、自動車業界関係者に
営業戦略策定、事業計画策定上の重要情報を提供するも
のと確信いたします。
　本書をご高覧の上、調査報告書を採用賜りますようお
願い申し上げます。

部品からサービスまで、世界(日米欧中韓印)の自動車部品産業を分野毎に、部品からサービスまで、世界(日米欧中韓印)の自動車部品産業を分野毎に、
電動化・SDV対応、環境・安全規制対策、提携・再編動向を整理して将来展望電動化・SDV対応、環境・安全規制対策、提携・再編動向を整理して将来展望
部品からサービスまで、世界(日米欧中韓印)の自動車部品産業を分野毎に、

電動化・SDV対応、環境・安全規制対策、提携・再編動向を整理して将来展望
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第1部 世界⾃動⾞部品産業のドメイン・業種別2040年展望
□冊子版
□Web印刷タイプ　 

：495,000円（税込）　
：495,000円（税込）

第1～第3部セット
：880,000円（税込）　
：880,000円（税込）

□冊子版
□Web印刷タイプ　 

世界(⽇⽶欧中韓印)主要⾃動⾞部品企業30社の事業戦略世界(⽇⽶欧中韓印)主要⾃動⾞部品企業30社の事業戦略世界(日⽶欧中韓印)主要⾃動⾞部品企業30社の事業戦略

第　 部2

2040年⽣き残り戦略2040年⽣き残り戦略2040年生き残り戦略
世界総合⾃動⾞部品メーカーの世界総合⾃動⾞部品メーカーの世界総合自動⾞部品メーカーの

世界⾃動⾞部品産業2040年展望世界⾃動⾞部品産業2040年展望世界自動⾞部品産業2040年展望

■価格：297,000円(税込)

第3部 世界スペシャル自動車部品・周縁企業の2040年展望　 ������
□冊子版
□Web印刷タイプ　 

：198,000円（税込）　
：198,000円（税込）

□冊子版
□Web印刷タイプ　 

：297,000円（税込）　
：297,000円（税込）

第2部 世界総合⾃動⾞部品メーカーの2040年⽣き残り戦略

世界総合自動車部品メーカー30社の2040年に向けた生き残り事業戦略を、企業概要、中期計画、世界総合自動車部品メーカー30社の2040年に向けた生き残り事業戦略を、企業概要、中期計画、
財務諸表、製品・技術戦略、海外事業展開、電動化戦略、SDV化戦略、提携戦略、非自動車事業な財務諸表、製品・技術戦略、海外事業展開、電動化戦略、SDV化戦略、提携戦略、非自動車事業な
どから詳細分析。どから詳細分析。

世界総合自動車部品メーカー30社の2040年に向けた生き残り事業戦略を、企業概要、中期計画、
財務諸表、製品・技術戦略、海外事業展開、電動化戦略、SDV化戦略、提携戦略、非自動車事業な
どから詳細分析。
世界主要自動車OEMの部品調達・購買戦略、戦略部品・技術獲得に向けた主要自動車部品メーカー世界主要自動車OEMの部品調達・購買戦略、戦略部品・技術獲得に向けた主要自動車部品メーカー
との戦略提携、共同開発政策についても分析します。との戦略提携、共同開発政策についても分析します。
世界主要自動車OEMの部品調達・購買戦略、戦略部品・技術獲得に向けた主要自動車部品メーカー
との戦略提携、共同開発政策についても分析します。

■■■

■■■

＊ 請求書を発⾏いたします。発⾏後2ヶ⽉以内に銀⾏⼝座へお振込みください。（セット申込：第2部完成後に請求書を送付いたします。）

https://www.fourin.jp/
mailto:info@fourin.jp


第2部世界自動⾞部品産業2040展望 世界総合⾃動⾞部品メーカーの2040年⽣き残り戦略世界総合⾃動⾞部品メーカーの2040年⽣き残り戦略世界総合自動⾞部品メーカーの2040年⽣き残り戦略

中長期事業拡大計画と事業拡大の
成長エンジンを分析

事業特徴、競争分野、電動車、SDV対応を
念頭においた事業動向を分析して紹介

世界主要自動車部品メーカー30社
の経営戦略分析、電動化、SDV化
対応動向を分析・評価

中長期事業拡大を担う
SDV関連事業動向を詳報

SDV化対応で統合ドメイン関与拡大を目指すTier1部品メーカー

日：三菱電機
米：BorgWarner
米：Magna／LG
米：Dauch（American Axle & 



　　Manufacturing／GKN Automotive）
米：Hyundai Mobis
韓：Mando
仏：Forvia（旧Faurecia）
独：Aumovio（旧Continental）
独：Mahle／Behr
韓：Samsung／Harmarn International

中：Huawei（華為）
中：Yanfeng（延鋒）
中：Desay SV（徳賽西威）
中：Huayang Group（華陽集団）
中：均勝電子（Joyson Electronics）
中：BYD部品部門
　　（電池、内製部品部門含む）
中：吉利部品部門
　　（Horse、電池交換、ロボットカー部門含む）
台：鴻海／Foxconn
印：Motherson Group

独：Bosch
独：ZF
独：Schaeffler／旧Vitesco
仏：Valeo
米：Aptiva
日伊：Marelli(含Automotive Lighting)
日：デンソー
日：アイシン／Advics
日：Astemo
日：JTEKT
日：モビテラ（Panasonic）

ページ構成

総論1　世界自動車メーカーの調達戦略と部品・サービス企業との役割分担変化

モビリティーサービス産業化でさらに変わる可能性
　サブスクビジネスの勝者と敗者に見る
　ビリティーサービス事業の主導権争いと見通し

電動化とSDV化がもたらす内外製政策の変化
　Tesla、BYDに見られる垂直統合の成功
　日本系列システムの行き詰まり
　華為モデルの広がりで進む主客逆転

FOURIN特別調査報告書　

総論2　世界自動車メーカーの部品内外製政策と開発スタイル、
            Tier1部品メーカーに問われる対応 

欧米自動車OEMの部品調達・製品開発戦略と受注獲得の鍵
日韓自動車OEMの部品調達・製品開発戦略と受注獲得の鍵
中印自動車OEMの部品調達・製品開発戦略と受注獲得の鍵 世界の自動車産業を支える主な総合部品メーカーについて、事業体制 （技術ポートフォリオ概要、拠点体制）、中・長期経営戦略

（成長戦略、
リストラ等）、経営体制、財務動向、
製品・技術戦略（新技術、環境・安全・デジタル等技術）、調達動向、主要OEM
との協力、提携動向、地域戦略（欧米、日本、韓国、中国、インド等の事業戦略、拠点動向、リストラ等）、非モビリティについて、
ヒアリング等を交え詳細に調査分析・報告します。
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